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（２）海域 

 平成 26 年度における大阪湾の水質測定は、水質測定計画に基づき大阪府域では 22 地点（う

ち環境基準点は 15 地点）、兵庫県域では 44 地点（うち環境基準点は 14 地点）で実施した。 

 

 

ア 人の健康の保護に関する項目（健康項目） 

    昭和 47 年度の測定開始以来、兵庫県域を含め全ての地点で環境基準を達成している。 

 

 

イ 生活環境の保全に関する項目（生活環境項目） 

 

① COD、全窒素及び全りん 

海域の代表的な汚濁指標である COD については兵庫県域を含め 12 水域に類型が当てはめら

れている（図１－６、左）。そのうち 8 水域が環境基準を達成しており、環境基準達成率は長年

にわたり 66.7％である。 

また、富栄養化の主要な原因物質とされている全窒素、全りんについては兵庫県域を含め 3 水

域に類型が当てはめられており（図１－６、右）、平成 26 年度は全窒素、全りん共に全水域で環

境基準を達成した。 
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【図１－６ 大阪湾の環境基準点】 
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COD の全層（表層、中層または底層）年平均値の経年変化を見ると、長期的な状況として横

ばいの傾向が見られる（図１－７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考に大阪府域の COD に係る環境基準点 15 地点を見ると、COD の表層における濃度は、

前年度より２地点多い 8 地点で環境基準値を満足した（表１－２）。 
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（注）港内の７地点を除く。 

【図１－７ 大阪湾の COD の経年変化（兵庫県域を含む全層年平均値）】 

【表１－２ 大阪湾の COD（表層）環境基準達成地点数（大阪府測定地点）】 

類　型(地点数) 基準値
平成

17年度
平成

18年度
平成

19年度
平成

20年度
平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

Ａ（６地点） ２mg/L以下 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

Ｂ（３地点） ３mg/L以下 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

Ｃ（３地点） ８mg/L以下 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

Ｃ（港内３地点） ８mg/L以下 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

6 6 6 6 6 6 7 6 6 8　計（15地点）
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全窒素、全りんの表層年平均値の経年変化を見ると、全窒素及び全りん共に近年概ね減少傾向

である（図１－８、図１－９）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 水生生物の保全に係る項目 

水生生物の保全に係る項目（全亜鉛、ノニルフェノール及び LAS）については、全測定地点で

年平均値が環境基準値を満足した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１－８ 大阪湾の全窒素の経年変化（兵庫県域を含む表層年平均値）】 
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【図１－９ 大阪湾の全りんの経年変化（兵庫県域を含む表層年平均値）】 
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２ 地下水 

（１）概況調査 

平成 2６年度の水質測定計画に基づき、8０地点の井戸水について、環境基準 28 項目を対象に概

況調査を実施した結果、４地点（5.0％）で環境基準を達成しなかった（表 2-１、図 2-１）。表 2-2

に各年度における概況調査の環境基準未達成状況を示す。 

 

 

    

項目 

測定  

地点

数 

未達成  

地点数 

未達成率

（％） 
未達成地点 

鉛 80 1 1.3 堺市西区浜寺昭和町 

砒素 80 1 1.3 茨木市彩都あさぎ 

トリクロロエチレン 80 1 1.3 
堺市中区伏尾 

テトラクロロエチレン 80 1 1.3 

ほう素 80 1 1.3 大阪市大正区鶴町 

全体（地点実数） 80 4 5.0    

   

 

 

年度 
測定  

地点数 

 未達成

地点数 

（注１） 

項目ごとの未達成地点数 

鉛 砒素 総水銀
VOC 

（注 2）

硝酸性窒素及び

亜硝酸性窒素 

ふっ

素 

ほう

素 

平成 17 83 1   1         

平成 18 81 5 1  1   3   

平成 19 81 6 3    3    1 

平成 20 79 5 1    1 3   

平成 21 78 3 1  1 1     

平成 22 79 5      1 4   

平成 23 83 3 1    2     

平成 24 80 7 2 1     3 1  

平成 25 81 2        1 1 1 

平成 26 80 4 1 1   １    1 

計 805 41 10 3 2 9 14 2 3 

（注 1）同一地点で複数の項目が基準未達成となる場合がある。 

（注 2）VOC：揮発性有機化合物(Volatile Organic Compounds)の略称 
ジクロロメタン、四塩化炭素、塩化ビニルモノマー、1,2-ジクロロエタン、1,1-ジクロロエチ
レン、1,2-ジクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタン、1,1,2-トリクロロエタン、トリクロ
ロエチレン、テトラクロロエチレン、1,3-ジクロロプロペン、ベンゼン、１,4-ジオキサンの
13 項目を指す。 
基準未達成となった項目は、塩化ビニルモノマー、1,2-ジクロロエチレン、トリクロロエチレ
ン、テトラクロロエチレンの４物質である。 

 

【表 2-２ 各年度における概況調査の環境基準未達成状況（過去１０年間）】 

【表 2-1 平成２６年度概況調査の環境基準未達成状況】 
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測定地点 

未達成   

項目 

検出  

濃度

(mg/L)

環境   

基準値

(mg/L) 

地

点

番

号 

所在地 

1 
堺市西区  

浜寺昭和町 
鉛 0.025 0.01 

2 
茨木市   

彩都あさぎ 
砒素 0.018 0.01 

3 
堺市    

中区伏尾 

トリクロロ 

エチレン 
0.036 0.01 

テトラクロロ

エチレン 
0.062 0.01 

4 
大阪市   

大正区鶴町 
ほう素 1.3 1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

達成地点数 76 

未達成地点数 4 

測定地点数 80 

【図 2-1 平成 2６年度 概況調査 測定地点図】 

○ 環境基準達成 

● 環境基準未達成 
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（２）汚染井戸周辺地区調査 
  概況調査等により有害物質による周辺の地下水汚染が懸念される２４地区(６２地点)について、汚

染範囲の確認等のため汚染井戸周辺地区調査を実施した結果、環境基準を達成しなかった地区が１

地区（1 地点）あった（図 2-2）。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

達成地区数 23 

未達成地区数 1 

測定地区数 24 

地

区 

番

号 

地区名 
調査の 

経緯 

汚染井戸周辺地区調査結果 

測
定
地
点
数 

未
達
成
地
点
数

項目 
最高濃度

(mg/L) 

1 
堺市中区  

伏尾 

平成 

26 年度 

概況調査 

５ １ 

トリクロロ 

エチレン 
0.037 

テトラクロロ

エチレン 
0.064 

 

【図 2-2 平成 26 年度 汚染井戸周辺地区調査 測定地区図】 

 

○ 環境基準達成 

● 環境基準未達成 

1 
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（３）継続監視調査 

  平成 2６年度は、平成２５年度までの汚染井戸周辺地区調査等で地下水汚染が判明している地区

など 11１地区（1３７地点）で、継続的な監視として調査を実施した結果、環境基準を達成しなか

った地区が６０地区（７０地点）あった（表 2-3、図 2-3）。 

  調査対象の項目別の環境基準未達成状況は表 2-3 に示すとおりであり、環境基準未達成の６０地

区のうち 3４地区（4４地点）において、塩化ビニルモノマー等の揮発性有機化合物(VOC)の項目

で環境基準を達成しなかった。 

 

 

 

未達成
地区数

未達成率
（％）

未達成
地点数

未達成率
（％）

1 0 0.0 1 0 0.0

8 1 12.5 8 1 12.5

18 13 72.2 18 13 72.2

4 0 0.0 4 0 0.0

15 0 0.0 27 0 0.0

13 0 0.0 22 0 0.0

58 17 29.3 78 25 32.1

18 1 5.6 29 1 3.4

55 1 1.8 76 1 1.3

57 14 24.6 80 20 25.0

47 0 0.0 66 0 0.0

19 0 0.0 32 0 0.0

55 10 18.2 76 12 15.8

53 9 17.0 74 10 13.5

13 0 0.0 22 0 0.0

15 1 6.7 24 1 4.2

1 0 0.0 3 0 0.0

23 6 26.1 24 6 25.0

15 7 46.7 18 7 38.9

5 3 60.0 7 3 42.9

6 0 0.0 14 0 0.0

499 83 16.6 703 100 14.2

〔全項目　実数〕 [111] [60] [54.1] [137] [70] [51.1]

〔うちVOC　実数〕 [61] [34] [55.7] [84] [44] [52.4]

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ*

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ*

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ*

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ*

セレン

測定
地点数

計　〔延べ数〕

1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ*

ほう素

ふっ素

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素

全シアン

測定対象項目

鉛

砒素

ベンゼン*

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ*

四塩化炭素*

塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ*

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ*

測定
地区数

総水銀

ジクロロメタン*

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ*

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ*

 
（注１）「実数」は、地区・地点数の実数をもとにした集計である。 

（注２）「VOC 実数」は、＊の１３項目についての集計である。 

【表２-3 継続監視調査対象項目別の環境基準未達成状況】 
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達成地区数 51 
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測定地区数 111 
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【図 2-3 平成 2６年度 継続監視調査 測定地区図】 

○ 環境基準達成 

● 環境基準未達成 


